
死
者
の
遺
骸
（
死
体
）
を
葬
る
方
法
（
葬
法
）
に
土
葬
、
火
葬
、

水
葬
お
よ
び
風
葬
な
ど
が
あ
を
）
と
は
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
け
る
今
日
の
葬
法
に
つ
い
て

は
、
「
墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬
場
の
管
理
及
び
埋
葬
等
が
、
国

民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
且
つ
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福

祉
の
見
地
か
ら
、
支
障
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
」
と
し
て
制

定
さ
れ
た
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
五
月

三
十
一
日
・
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に

こ
の
法
律
で
「
埋
葬
」
と
は
、
死
体
（
妊
娠
四
箇
月
以
上
の

死
胎
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
土
中
に
葬
る
こ
と
を
い
う
。

資
料
紹
介

解
題 明

治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
香
（
中
山
）

と
あ
り
、
同
条
第
二
項
に

こ
の
法
律
で
「
火
葬
」
と
は
、
死
体
を
葬
る
た
め
に
、
こ
れ

を
焼
く
こ
と
を
い
う
。

と
あ
る
こ
と
お
よ
び
船
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日
・
法
律

第
百
号
）
第
十
五
条
に

船
長
は
、
船
舶
の
航
行
中
船
内
に
あ
る
者
が
死
亡
し
た
と
き

は
、
命
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
を
水
葬
に
付
す

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
埋
葬
」
す
な
わ
ち
「
土
葬
」
、
「
火
葬
」
お

よ
び
「
水
葬
」
の
三
種
類
が
あ
り
、
「
埋
葬
」
お
よ
び
「
火
葬
」

が
原
則
で
あ
り
、
「
水
葬
」
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

〔
２
）

が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
上
は
、
土
葬
と
火
葬
は
同
等
に
取

り
扱
わ
れ
、
土
葬
に
す
る
か
火
葬
に
す
る
か
は
個
人
の
自
由
に
委

中
山
光
勝
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明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

ね
ら
れ
て
い
る
か
の
ど
と
く
で
あ
る
が
ふ
‐
実
際
は
、
各
地
方
公
共

団
体
が
「
法
律
の
範
囲
内
」
で
制
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
条
例

（
日
本
国
憲
法
第
九
十
四
条
）
に
よ
っ
て
「
埋
葬
す
る
場
所
を
制

限
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
禁
止
に
近
い
は
た
ら

（
３
）

き
を
し
て
い
る
」
の
が
実
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
水
戸
市
公
園
墓

地
条
例
（
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
も
水
戸
市
条
例
第
三

十
六
号
）
第
五
条
に

墓
地
に
は
、
・
死
体
を
埋
葬
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
１
）

と
規
定
さ
れ
て
い
る
ご
と
く
で
あ
る
Ｐ
こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
二

年
度
の
土
火
葬
率
を
み
る
と
へ
、
土
葬
が
二
五
九
五
八
件
で
全
体
の

二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
火
葬
は
八
六
七
六
○
八

（
５
）

件
で
全
体
の
九
七
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
統
計

に
よ
る
か
ぎ
り
、
今
日
の
葬
法
の
基
本
は
火
葬
で
あ
る
と
言
っ
て

よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
火
葬
な
る
葬
法
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
仏

教
の
受
容
に
と
も
な
っ
て
移
入
さ
れ
た
と
さ
燈
裏
日
本
起

文
武
天
皇
四
（
七
○
○
）
年
三
月
己
未
（
十
日
）
条
の
僧
侶
道
照

の
死
去
に
関
す
る
↑
＊
‘

道
照
和
尚
物
化
…
…
弟
子
等
奉
遺
教
。
火
葬
於
粟
原
。
天
下

火
葬
従
此
而
始
也
。

な
る
記
幾
が
公
の
記
録
の
初
見
で
あ
る
と
さ
れ
詮
が
、
そ
の
後
、

持
統
夕
文
武
、
元
明
、
元
正
の
四
天
皇
お
よ
び
太
皇
太
后
藤
原
宮

子
（
文
武
天
皇
夫
人
・
聖
武
天
皇
生
母
）
な
ど
が
火
葬
に
付
さ
れ

（
８
）

た
こ
と
な
ど
か
ら
葬
法
と
し
て
一
般
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
以
後
、
時
に
盛
衰
は
あ
っ
た
も
の
の
、
火
葬
は
、
土
葬
と
と
も

に
、
わ
が
国
の
葬
法
と
し
て
長
く
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
火
葬
は
角
周
知
の
ご
と
く
、
明
治
六
（
一
八

七
三
）
年
七
月
十
八
日
か
↓

火
葬
ノ
儀
自
今
禁
止
候
条
此
旨
布
告
候
事

（
９
）

な
る
太
政
官
第
二
百
五
十
三
号
布
告
を
も
っ
て
禁
止
さ
れ
、
以
後
、

明
治
八
年
五
月
二
十
三
日
、

明
治
六
年
雛
第
二
百
五
十
三
号
火
葬
禁
止
ノ
布
告
ハ
自
今
廃

ｆ
シ
候
此
旨
布
告
候
事

（
、
）

な
る
太
政
官
第
八
十
九
号
布
告
を
も
っ
て
解
禁
さ
れ
る
ま
で
葬
法

と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
治
初
年
の
火
葬
の
禁
止
お
よ
び
解
禁
の
経

緯
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
が
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
『
公

（
皿
）

文
録
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
阪
本
是
丸
氏
の

（
唯
）

「
近
代
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
る
問
題
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
阪
本
氏
も
、
前
掲
論
稿
に
お
い
て
こ
の
資
料

(J58)



の
全
文
を
引
用
へ
紹
介
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
の

資
料
の
内
容
の
全
貌
は
、
こ
れ
ま
で
一
般
に
は
未
知
の
も
の
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
る
こ
と
と

て
、
火
葬
解
禁
に
つ
い
て
は
後
日
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
て
、
と
り

あ
え
ず
、
火
葬
禁
止
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
以
下
に
簡
単
な

解
題
を
附
し
て
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
伺
は
、
後
述
の
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日
・
審
保
寮
伺
中

に
「
火
葬
場
取
設
候
様
有
之
可
然
歎
高
議
ノ
上
其
筋
へ
御
掛
合
相

成
度
」
と
あ
る
の
を
う
け
て
蕃
保
寮
の
上
級
庁
た
る
司
法
省
が
、

司
法
大
輔
福
岡
孝
弟
名
儀
で
正
院
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
、
正
院
に
お
い
て
は
、
六
年
五
月
（
日
欠
）
に
制
定

さ
れ
た
「
内
外
史
事
務
章
程
」
中
の

国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
』
明
治
六
年
七
月
・
司
法
省
伺

二
・
三
・
火
葬
場
取
設
ノ
儀
伺

（
二
明
治
六
年
五
月
二
十
五
日
・
正
院
宛
司
法
省
伺
お

よ
び
同
七
月
二
十
九
日
・
司
法
省
宛
正
院
回
答

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

外
史
官
事
務
章
程

外
史
官
ハ
大
外
史
諸
課
ノ
事
務
ヲ
幹
理
シ
了
局
結
括
ス
ル
ノ

責
二
任
シ
少
外
史
及
奏
任
出
仕
ハ
専
務
ノ
課
程
ヲ
分
掌
シ
各

其
主
任
ノ
寅
二
任
ス
ヘ
シ

（
中
略
）
・

大
外
史
ハ
奏
聞
受
付
伝
達
ヲ
掌
ル

大
外
史
専
任
ノ
科
目
左
ノ
通
タ
ル
ヘ
シ

（
中
略
）

各
省
使
寮
司
及
上
府
県
諸
公
文
書
ノ
受
付

（
中
略
）

凡
ソ
此
条
件
ヲ
専
任
ト
ス
故
二
少
外
史
及
奏
任
出
仕
ヲ
直
隷

シ
記
録
課
ノ
課
長
ヲ
任
ス
ヘ
シ

外
史
所
管
ノ
各
課
ハ
左
ノ
通
タ
ル
ヘ
シ

記
録
課
受
付
申
達
此
課
ニ
テ
分
任
ス

此
課
ハ
官
中
一
切
ノ
記
録
ヲ
編
輯
ス
ル
コ
ト
ヲ
掌
ル

（
中
略
）

此
二
課
二
局
ノ
事
務
ヲ
幹
理
結
括
ス
ル
ハ
大
外
史
ノ
任
ト
ス

凡
各
省
使
寮
司
府
県
等
ヨ
リ
上
進
ス
ル
諸
公
文
書
中
恒
例
通

常
ノ
事
件
ハ
成
規
ニ
拠
り
旧
格
二
照
シ
テ
指
令
ノ
文
案
ヲ
具

シ
之
ヲ
奏
シ
決
裁
ノ
上
奉
行
ス
ヘ
シ
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明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
瞥
（
中
山
）

定
式
諸
届
書
ノ
類
ハ
其
事
柄
ニ
ョ
リ
直
二
之
ヲ
奏
シ
或
ハ
其

類
ヲ
合
輯
シ
テ
毎
週
又
ハ
毎
月
卜
定
メ
覧
閲
二
供
ス
ヘ
シ

前
両
条
二
所
載
ノ
外
ハ
一
切
ノ
公
文
書
類
各
省
使
寮
司
府
県

ヲ
区
別
シ
其
件
名
井
号
数
月
日
ヲ
簿
帖
二
登
記
シ
即
日
内
史

二
送
致
ス
ヘ
シ

（
胸
）

な
る
規
定
に
よ
り
、
外
史
官
中
の
記
録
課
が
こ
れ
を
受
け
付
け
、

そ
の
内
容
が
、
「
外
史
官
事
務
章
程
」
所
定
の
「
前
両
条
二
所
載

ノ
外
」
に
該
当
す
る
と
判
断
し
、
「
即
日
内
史
二
送
致
」
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
伺
の
欄
外
み
と
め
ら
れ

る
間
凶
凹
、
祠
閻
凹
の
捺
印
は
、
こ
の
司
法
省
伺
を
受
け
付
け
た

正
院
外
史
官
記
録
課
の
官
員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

間
間
］
は
、
明
治
四
年
八
月
十
五
日
に
大
外
史
に
任
じ
ら
れ
、
六

（
Ｍ
）

年
五
月
四
日
に
記
録
課
長
兼
務
を
命
じ
ら
れ
た
中
村
弘
毅
の
こ
と

で
あ
り
、
銅
淵
凹
は
、
同
四
年
八
月
十
日
に
少
外
史
に
任
じ
ら
れ

た
作
間
一
介
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
火
葬
場
設
置
に
関
す
る
司

法
省
伺
に
対
す
る
事
実
上
の
回
答
が
、
前
述
の
六
年
七
月
十
八
日
・

太
政
官
第
二
百
三
十
五
号
布
告
に
よ
る
火
葬
禁
止
の
措
置
で
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て

い
る
文
書
の
形
式
に
よ
り
同
七
月
二
十
九
日
に
正
式
に
司
法
省
に

回
答
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
伺
は
、
公
衆
衛
生
上
の
見
地
か
ら
、
事
実
上
放
任
状
態
に

あ
っ
た
火
葬
場
を
整
理
し
、
東
京
府
郊
外
の
適
当
な
場
所
に
新
設

す
べ
き
も
の
と
し
て
司
法
省
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
伺
の

末
尾
に
記
さ
れ
た
丁
埜
警
保
権
助
は
、
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日

（
塒
）

に
瞥
保
権
助
に
任
じ
ら
れ
た
丁
野
遠
影
の
こ
と
で
あ
り
、
阪
元
蕃

保
助
は
、
同
五
年
八
月
二
十
七
日
に
密
保
助
に
任
じ
ら
れ
た
坂

〔
Ⅳ
）

本
純
煕
の
こ
と
で
あ
り
、
島
本
蕃
保
頭
は
、
同
五
年
九
月
二
日
に

《
肥
》

警
保
頭
に
任
じ
ら
れ
た
島
本
仲
道
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
議
案
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日
、

正
院
外
史
官
記
録
課
が
受
け
付
け
た
司
法
省
伺
を
送
致
さ
れ
た
正

院
内
史
官
が
、
前
述
の
「
内
外
史
事
務
章
程
」
中
の

内
史
官
事
務
章
程

内
史
官
ハ
大
内
史
諸
課
ノ
事
務
ヲ
幹
理
シ
了
局
結
括
ス
ル
ノ

責
二
任
シ
少
内
史
及
奏
任
出
仕
ハ
専
務
ノ
課
程
ヲ
分
掌
シ
各

主
任
ノ
責
二
任
ス
ヘ
シ

（
二
）
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日
・
司
法
省
宛
警
保
寮
伺

（
三
）
明
治
六
年
五
月
二
十
九
日
、
正
院
庶
務
課
議
案

(160)



（
中
略
）

大
内
史
ハ
内
閣
ノ
諸
奏
聞
ヲ
掌
ル
ヘ
シ

大
内
史
専
任
ノ
科
目
左
ノ
通
リ
タ
ル
ヘ
シ

（
中
略
）

諸
布
告
文
規
則
案
及
各
章
程
等
ノ
勘
査

（
中
略
）

特
命
二
出
ル
事
務

機
密
ニ
シ
テ
未
発
ノ
事
例

（
中
略
）

凡
ソ
此
条
件
ヲ
専
任
ト
ス
故
二
少
内
史
及
奏
任
出
仕
ヲ
直
隷

シ
之
ヲ
枢
密
ノ
地
二
置
キ
他
官
ノ
閑
入
ヲ
許
サ
、
ル
局
ト
ス

（
中
略
）

内
史
所
管
ノ
各
課
左
ノ
通
タ
ル
ヘ
シ

（
中
略
）

庶
務
課
此
課
ハ
財
務
法
制
ノ
外
一
切
ノ
諸
事
務
ヲ
勘
査
ス

（
中
略
）

大
内
史
ハ
外
史
ヨ
リ
致
送
ス
ル
諸
公
文
ノ
件
名
ヲ
簿
帖
二
登

記
シ
之
ヲ
各
課
二
分
与
シ
其
勘
査
謬
リ
ナ
キ
ヲ
保
シ
テ
議
案

二
供
ス
ヘ
、
ン

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

な
る
規
｛
淳
よ
り
、
内
史
官
中
の
庶
務
課
に
お
い
て
こ
れ
を
勘
査

（
鋤
）

し
、
「
内
閣
識
官
ノ
識
判
」
に
付
す
べ
く
供
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
議
案
は
、
適
当
地
へ
の
火
葬
場
の
設
置
と
い
う
蕃
保
寮
お

よ
び
司
法
省
の
伺
に
対
し
、
．
応
教
部
省
意
見
御
諮
問
之
上
別

段
不
都
合
も
無
之
候
ハ
、
」
と
宗
教
行
政
機
関
た
る
教
部
省
に

配
慮
し
な
が
ら
も
、
火
葬
の
禁
止
を
強
く
主
張
し
て
い
る
点
に

特
色
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
議
案
に
は
、
教
部
省
に
対
す
る
御
達

案
す
な
わ
ち
諮
問
案
も
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
議
案
に

は
、
太
政
大
臣
と
記
さ
れ
た
下
に
花
押
が
、
参
議
と
記
さ
れ
た
下

に
周
喝
邑
、
国
悶
哩
、
函
鬮
邑
、
南
幽
幽
、
お
よ
び
閑
悶
幽
の
捺

印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
明
治
四
年
七
月
に
太
政

（
副
）

大
臣
に
任
じ
ら
れ
た
三
條
責
美
、
同
四
年
七
月
に
参
議
に
任
じ
ら

（
垂
〉
（
画
）

れ
た
板
垣
退
助
、
同
四
年
七
月
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
大
隈
重
信
、

同
六
年
四
月
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
後
藤
象
二
郎
お
よ
び
大
木
喬

（
割
）

任
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
捺
印
判
読
不
能
の
参
議
は
、
同
四

（
蚤
）

年
六
月
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
西
郷
隆
盛
も
し
く
は
同
六
年
四
月

（
麺
）

に
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
江
藤
新
平
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
時
期

に
参
議
で
あ
っ
た
者
に
、
同
四
年
六
月
に
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
木

戸
孝
允
が
い
る
が
、
彼
は
、
こ
の
時
期
「
特
命
全
権
副
使
ト
シ
テ

欧
米
各
国
へ
被
差
避
」
中
で
あ
る
の
で
、
こ
の
議
案
に
関
与
す
る

(I6I)



明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
香
（
中
山
）

可
能
性
は
絶
無
と
い
う
こ
と
に
な
篭
さ
ら
に
、
こ
の
議
案
に

は
、
庶
務
課
長
と
記
さ
れ
た
下
に
、
閏
凹
お
よ
び
回
鬮
幽
の
、
ま

た
、
六
月
三
日
と
記
さ
れ
た
下
に
田
凶
凹
の
、
さ
ら
に
、
欄
外
に

白
同
凹
の
捺
印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
明
治
四
年
八

月
に
大
内
史
に
任
じ
ら
れ
、
六
年
五
月
に
正
院
内
史
官
の
履
歴
、

監
部
お
よ
び
庶
務
課
長
兼
務
を
命
じ
ら
れ
た
土
方
久
一
囎
同
五
年

十
月
に
権
大
内
史
に
任
じ
ら
れ
、
六
年
五
月
に
正
院
内
史
官
の
監
（
釣
）

部
、
履
歴
お
よ
び
庶
務
課
副
長
兼
務
を
命
じ
ら
れ
た
杉
浦
譲
、

当
時
、
大
外
史
で
正
院
外
史
官
の
記
録
課
長
で
あ
っ
た
前
述
の
中

村
弘
毅
、
同
六
年
五
月
に
正
院
七
等
出
仕
に
任
じ
ら
れ
た
三
田
葆

（
釦
）

光
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
下
問
は
、
前
掲
．
（
三
）
の
正
院
庶
務
課
議
案
に
も
と
づ

い
て
、
太
政
大
臣
三
条
実
美
名
儀
に
て
、
教
部
大
輔
宍
戸
磯
お

（
魂
）

よ
び
教
部
少
輔
黒
田
清
綱
宛
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
明
治
六
年
六
月
三
日
・
教
部
省
宛
正
院
下
問

（
五
）
明
治
六
年
六
月
四
日
・
正
院
宛
教
部
省
答
議

こ
の
答
議
は
、
前
掲
。
（
四
）
の
正
院
よ
り
の
下
問
に
対
し
、

教
部
大
輔
宍
戸
磯
お
よ
び
教
部
少
輔
黒
田
清
綱
名
儀
に
て
、
太

政
大
臣
三
条
実
美
宛
に
上
申
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
火
葬
を
禁

止
し
た
場
合
の
埋
葬
地
に
つ
い
て
は
、
「
寺
院
の
ミ
な
ら
須
各
地

方
ニ
お
ゐ
て
も
追
々
神
葬
地
取
極
候
向
モ
有
之
今
日
二
至
候
テ
ハ

火
葬
ノ
儀
一
般
御
禁
止
相
成
候
共
差
支
ノ
筋
モ
相
見
不
申
」
と
し

て
、
正
院
の
火
葬
禁
止
の
主
張
を
支
持
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
答
議
の
欄
外
に
は
、
同
凶
凹
、
同
回
凹
の
捺
印
が
み

と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述
し
た
「
外
史
官
事
務
章
程
」
に

し
た
が
っ
て
こ
の
答
議
を
受
け
付
け
た
正
院
外
史
官
記
録
課
の
官

員
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
田
四
四
は
、
前
述
の
中
村
弘

毅
の
こ
と
で
あ
り
、
雨
閂
】
は
、
軸
治
五
年
八
月
二
十
五
日
に
権

少
外
史
に
任
じ
ら
れ
た
野
口
常
共
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
議
案
は
、
火
葬
禁
止
に
つ
き
、
前
述
の
ご
と
き
教
部
省
の

答
議
を
受
け
た
正
院
が
、
そ
の
機
関
意
思
を
決
定
し
、
表
示
す
る

た
め
の
原
案
と
し
て
、
前
述
の
「
内
史
官
事
務
章
程
」
に
も
と
づ

い
て
、
内
史
官
中
の
庶
務
課
に
お
い
て
作
成
さ
れ
、
内
閣
議
官
の

（
六
）
明
治
六
年
六
月
七
日
・
正
院
庶
務
課
議
案

(I62)



談
判
に
付
す
べ
く
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
議
案
に

は
、
前
述
の
司
法
省
伺
に
対
す
る
回
答
と
な
す
べ
き
御
指
令
案
と

正
院
の
機
関
意
思
と
し
て
決
定
さ
れ
た
火
葬
の
禁
止
を
全
国
に
布

告
す
べ
き
御
布
告
案
と
が
附
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
議
案
に

は
、
「
六
月
七
日
同
十
日
」
と
墨
書
さ
れ
、
「
同
十
日
」
の
上
に

囮
な
る
捺
印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
六
月
七
日
に
庶

務
課
議
案
が
作
成
、
提
出
さ
れ
、
そ
れ
が
、
六
月
十
日
に
内
閣
議

官
の
議
決
を
得
た
こ
と
と
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、

こ
の
議
案
中
に
は
、

指
御
布
令
案

（
中
略
）

御
布
告
案

、
條
此
旨

火
葬
ノ
儀
自
今
國
禁
止
候
事

布
告
候
事

と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
、
議
案
に
あ
っ
た
「
御
布
令
案
」
を
「
御

指
令
案
」
に
、
「
火
葬
ノ
儀
自
今
被
禁
止
候
事
」
を
「
火
葬
ノ
儀

自
今
禁
止
候
條
此
旨
布
告
候
事
」
と
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
議
官
の
議
判

に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
へ
こ
の
議
案
に

は
、
太
政
大
臣
と
記
さ
れ
た
下
に
目
刷
哩
の
、
参
議
と
記
さ
れ
た

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

下
に
は
、
国
圃
凹
、
【
悶
幽
、
南
国
山
お
よ
び
悶
悶
圏
の
捺
印

が
、
そ
れ
ぞ
れ
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
、
前
述
し
た
三

條
寳
美
、
大
隈
重
信
、
大
木
喬
任
お
よ
び
後
藤
象
二
郎
の
そ
れ
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
判
読
不
能
の
捺

印
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
西
郷
隆
盛
も
し

く
は
江
藤
新
平
の
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
も
前
述
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
議
案
に
は
、
庶
務
課
長
と
記
さ
れ
た
下
に

園
圏
幽
の
、
同
十
日
と
記
さ
れ
た
下
に
同
回
凹
の
、
ま
た
、
欄

外
に
雨
陶
画
お
よ
び
日
同
凹
の
捺
印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ

の
う
ち
、
杉
浦
、
中
村
お
よ
び
三
田
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
巌
谷
は
明
治
四
年
八
月
に
少
内
史
に
任
じ
ら

れ
た
巌
谷
隣
か
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
議
案
の
末
尾
に

も
、
因
凶
幽
、
閃
刷
］
祠
閻
凹
、
同
目
凹
お
よ
び
閃
刷
】
の
捺

印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
作
間
お
よ
び
野
口
に
つ
い

て
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
谷
森
は
、
明
治
四
年
八
月
に

（
蕊
）

権
少
外
史
に
任
じ
ら
れ
た
谷
森
眞
男
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
明
治
六
年
六
月
十
二
日
・
東
京
府
・
京
都
府
・
大

阪
府
宛
正
院
下
問

(163)



明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

こ
の
下
問
は
、
火
葬
禁
止
の
意
思
を
決
定
し
た
正
院
が
、
火
葬

禁
止
に
と
も
な
っ
て
生
ず
る
で
あ
ろ
う
埋
葬
地
の
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
人
口
密
集
地
た
る
東
京
、
京
都
お
よ
び
大
阪
の
三
府

の
知
事
す
な
わ
ち
、
明
治
五
年
五
月
に
東
京
府
知
事
に
任
じ
ら

（
蕊
）

れ
た
大
久
保
一
翁
、
明
治
四
年
十
二
月
に
京
都
府
知
事
に
任
じ
ら

れ
た
長
谷
信
胤
琴
よ
び
明
治
四
年
十
一
月
に
大
阪
府
権
知
事
に

任
じ
ら
れ
た
渡
邊
晃
瀞
に
そ
れ
ぞ
れ
の
管
下
の
墓
地
の
調
査
を

命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
回
答
は
、
前
述
の
明
治
六
年
六
月
十
二
日
の
正
院
の
下
問

に
対
し
な
さ
れ
た
も
の
で
、
東
京
府
は
、
こ
の
回
答
の
中
で
、

「
寺
院
境
内
ノ
儀
…
…
百
万
有
余
之
余
地
も
可
有
之
見
込
二
付
目

今
火
葬
御
禁
止
相
成
候
迩
当
府
二
於
而
者
別
段
墓
所
取
設
ケ
不
申

候
而
も
敢
而
差
支
候
儀
者
有
之
間
敷
見
込
候
」
と
述
べ
、
火
葬
禁

止
に
と
も
な
う
墓
地
需
要
の
増
加
に
は
十
分
に
対
応
し
う
る
と
し

な
が
ら
も
、
「
今
日
之
寺
地
も
数
年
を
不
出
し
て
忽
チ
人
民
暖
昧

之
居
所
与
可
相
成
遂
二
…
…
墓
所
二
差
支
可
申
且
宗
門
違
等
二
而

者
僧
侶
共
他
寺
江
埋
葬
候
儀
ヲ
相
拒
ミ
候
体
之
宿
弊
も
有
之
」
と

（
八
）
明
治
六
年
七
月
十
二
日
・
正
院
宛
東
京
府
回
答

し
、
「
寺
院
境
内
地
者
宗
門
自
他
之
無
差
別
埋
葬
致
し
不
苦
且
新

規
之
造
営
狼
二
不
相
成
候
様
妾
更
二
」
布
告
す
る
べ
く
要
望
し
て

（
鋤
）

い
ブ
（
》
。

こ
の
回
答
も
、
前
述
の
明
治
六
年
六
月
十
二
日
の
正
院
の
下
問

に
対
し
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
お
よ
び
京
都
の
二
府
が
、

火
葬
禁
止
に
と
も
な
い
墓
地
の
需
要
が
増
加
し
て
も
十
分
に
対
処

で
き
る
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
大
阪
府
は
、
こ
の
回
答
の
中

で
、
「
在
来
之
墓
地
二
而
四
五
十
日
間
者
差
支
無
之
」
と
し
な
が

ら
も
、
「
管
下
ハ
市
在
共
火
葬
勝
二
付
…
：
．
多
分
之
地
所
取
設
ヶ

こ
の
回
答
も
、
前
述
の
明
治
六
年
六
月
十
二
日
の
正
院
の
下
問

に
対
し
な
さ
れ
た
も
の
で
、
京
都
府
も
、
こ
の
回
答
の
中
で
、

「
墓
地
二
可
引
充
相
応
之
地
所
多
分
有
之
」
と
し
、
火
葬
が
禁
止

さ
れ
て
も
墓
地
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
旨
を
回
答

し
て
い
港（

十
）
明
治
六
年
七
月
一
日
・
正
院
宛
大
阪
府
回
答

（
九
）
明
治
六
年
七
月
（
日
欠
）
・
正
院
宛
京
都
府
回
答

(I64)



無
之
候
而
者
差
支
候
間
可
成
丈
ケ
除
地
等
吟
味
い
当
し
候
得
共
引

足
り
兼
無
余
儀
耕
地
演
地
可
相
成
就
而
者
府
下
近
接
之
村
々
二
是

迄
之
火
葬
場
数
ヶ
所
有
之
候
間
右
江
足
シ
地
い
当
し
取
設
ケ
候
積
」

（
伽
）

と
墓
地
不
足
へ
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
回
答
の
欄

外
に
雨
閂
】
の
捺
印
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述
の

「
外
史
官
事
務
章
程
」
に
し
た
が
っ
て
こ
の
回
答
を
受
け
付
け
た

正
院
外
史
官
の
官
員
た
る
野
口
常
共
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
野
口
に

（
躯
）

つ
い
て
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
火
葬
禁
止
の
太
政
官
布
告
で
あ
る
。
前
掲
「
法
令
全

書
」
な
ど
に
よ
り
、
一
般
に
周
知
の
布
告
で
は
あ
る
が
、
発
令
な

ど
の
経
緯
を
確
認
す
る
意
味
で
掲
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
１
）
こ
れ
ら
の
葬
法
は
、
ア
ジ
ア
で
は
相
当
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

と
お
ぼ
し
く
、
中
国
唐
代
の
道
世
の
撰
述
に
か
か
る
「
法
苑
珠
林
」

巻
第
九
十
七
・
送
終
篇
・
第
九
十
七
・
遺
送
部
・
第
三
に
は

依
如
西
域
葬
法
有
四
。
一
水
漂
。
二
火
焚
。
三
土
埋
。
四
施
林
。

と
み
え
（
道
世
撰
「
法
苑
珠
林
」
高
楠
順
次
郎
編
「
大
正
新
傭
大
蔵

（
十
二
明
治
六
年
七
月
十
八
日
・
太
政
官
第
二
百
五
十
三

号
布
告

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

と
み
え
る
（
道
誠
述
「
釈
氏
要
覧
」
高
楠
順
次
郎
編
「
大
正
新
脩
大

蔵
経
』
第
五
十
四
巻
・
事
蕊
部
下
・
外
教
部
全
く
大
正
新
傭
大
蔵
経

刊
行
会
・
昭
和
三
年
〉
三
○
八
頁
）
。

（
２
）
こ
れ
ら
以
外
の
葬
法
に
つ
い
て
は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
は
も
と
よ
り
そ
の
他
の
法
令
に
お
い
て
も
こ
れ
を
容
認
す
る
と
も

禁
止
す
る
と
も
定
め
て
は
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
学
説
も
法
律
は
こ

れ
を
容
認
し
て
い
る
と
す
る
見
解
（
例
え
ば
、
葬
送
の
自
由
を
す
す

め
る
会
「
死
ん
で
も
お
墓
に
入
り
た
く
な
い
あ
な
た
の
た
め
の
法
律

Ｑ
＆
Ａ
』
〈
社
会
評
論
社
・
平
成
四
年
〉
二
○
’
二
三
頁
な
ど
）
と

禁
止
し
て
い
る
と
す
る
見
解
（
例
え
ば
、
奥
平
康
弘
ヨ
葬
法
」
管

見
」
「
憲
法
に
こ
だ
わ
る
」
〈
日
本
評
論
社
・
昭
和
六
十
三
年
〉
六

九
頁
な
ど
）
と
に
わ
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
奥
平
・
前
掲
「
「
葬
法
」
管
見
」
七
○
頁
。

（
４
）
本
条
例
は
、
茨
城
県
弁
護
士
会
編
『
墓
地
の
法
律
と
実
務
」
（
ぎ
よ

う
せ
い
・
平
成
九
年
）
三
四
○
’
三
四
三
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
東
京
都
や
大
阪
府
の
例
に

経
」
第
五
十
三
巻
・
事
彙
部
上
〈
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
・
昭
和

三
年
〉
九
九
九
頁
）
、
ま
た
、
中
国
宋
代
の
道
誠
の
撰
述
に
か
か
る

『
釈
氏
要
覧
』
巻
下
・
送
終
に
は

葬
法
天
竺
有
四
焉
。
一
水
葬
謂
投
之
。
江
河
。
二
火
葬
謂
積

薪
焚
之
。
三
土
葬
謂
埋
岸
傍
取
速
朽
也
。
四
林
葬
謂
露
置

寒
林
飼
諸
禽
獣
嘩
諦
”
蕊
譲
蓉
詐
誕
軸
樒
唾
霊
吾
師
唾
罹
昨
“
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明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

つ
い
て
は
、
奥
平
・
前
掲
弓
葬
法
』
管
見
」
七
○
’
七
二
頁
参
看
。

（
５
）
こ
の
統
計
資
料
は
、
生
活
衛
生
法
規
研
究
会
監
修
『
逐
条
解
説

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
』
改
訂
２
版
（
第
一
法
規
・
平
成
十

一
年
）
二
三
二
’
二
三
三
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

（
６
）
斎
藤
忠
「
火
葬
」
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
国
史
大
辞
典
」

第
三
巻
（
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
五
十
八
年
）
三
三
一
頁
。

（
７
）
国
史
大
系
編
修
会
編
『
噸
緬
国
史
大
系
・
続
日
本
紀
』
前
篇
（
吉

川
弘
文
館
・
昭
和
四
十
七
年
）
五
’
六
頁
。
な
お
引
用
に
際
し
て
は
、

送
仮
名
、
返
点
、
一
二
点
、
傍
訓
な
ど
は
省
略
し
、
ま
た
、
漢
字
は

現
代
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
さ
ら
に
、
文
字
の
校

勘
に
つ
い
て
は
、
頭
書
の
注
記
に
従
う
こ
と
な
く
原
文
の
ま
ま
と
し

た
（
「
続
日
本
紀
」
の
引
用
に
際
し
て
は
以
下
同
じ
）
。

（
８
）
持
統
天
皇
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
続
日
本
紀
」
文
武
天
皇
大
宝
二

（
七
○
二
）
年
十
二
月
甲
寅
（
二
十
二
日
）
条
に

太
上
天
皇
崩
。
遺
詔
。
勿
素
服
挙
哀
。
内
外
文
武
官
麓
務
如

常
。
喪
葬
之
事
務
従
倹
約
。

と
あ
り
（
前
掲
『
続
日
本
紀
」
前
篇
．
一
六
頁
）
、
同
．
文
武
天
皇

大
宝
三
（
七
○
三
）
年
十
二
月
癸
酉
（
十
七
日
）
条
に

是
日
。
火
葬
於
飛
鳥
岡
。

と
あ
る
（
前
掲
『
続
日
本
紀
」
前
篇
．
一
九
頁
）
。
ま
た
、
文
武
天

皇
に
つ
い
て
は
、
同
．
文
武
天
皇
慶
雲
四
（
七
○
七
）
年
六
月
辛
巳

（
十
五
日
）
条
に

天
皇
崩
。
遺
詔
。
挙
哀
三
日
。
凶
服
一
月
。

と
あ
り
（
前
掲
『
続
日
本
紀
」
前
篇
．
二
九
頁
）
、
同
年
十
一
月
丙

午
（
十
二
日
）
条
に

即
日
火
葬
於
飛
鳥
岡
。

と
あ
る
（
同
前
）
。
さ
ら
に
、
元
正
天
皇
に
つ
い
て
は
、
同
・
聖
武

天
皇
天
平
二
十
（
七
四
八
）
年
四
月
庚
申
（
二
十
一
日
）
条
に

太
上
天
皇
崩
於
寝
殿
。

と
あ
り
（
前
掲
『
続
日
本
紀
」
前
篇
．
一
九
五
頁
）
、
同
月
丁
夘

（
二
十
八
日
）
条
に

是
日
火
葬
太
上
天
皇
於
佐
保
山
陵
。

と
あ
る
（
前
掲
「
続
日
本
紀
』
前
篇
．
一
九
六
頁
）
。
ま
た
、
藤
原

宮
子
に
つ
い
て
は
、
同
・
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
六
（
七
五
四
）
年
七

月
壬
子
（
十
九
日
）
条
に

大
皇
大
后
崩
於
中
宮
。

と
あ
り
（
前
掲
「
続
日
本
紀
」
前
篇
．
二
二
一
頁
）
、
同
年
八
月
丁

夘
（
四
日
）
条
に

是
日
。
火
葬
於
佐
保
山
陵
。

と
あ
る
（
同
前
）
。
な
お
、
元
明
天
皇
に
つ
い
て
は
、
同
・
元
正
天

皇
養
老
五
（
七
二
二
年
十
二
月
己
夘
（
七
日
）
条
に

崩
干
平
成
宮
中
安
殿
。

と
あ
り
（
前
掲
『
続
日
本
紀
」
前
篇
・
八
八
頁
）
、
同
月
乙
酉
（
十

三
日
）
条
に

太
上
天
皇
葬
於
大
倭
国
添
上
郡
椎
山
陵
不
用
喪
儀
。
由
遺
詔

也
。

(I66)



と
あ
る
（
同
前
）
の
み
で
、
崩
御
後
の
火
葬
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る
が
、
同
年
十
月
丁
亥
（
十
三
日
）
条
に

太
上
天
皇
…
…
詔
日
・
・
…
・
朕
崩
之
後
。
宜
於
大
和
国
添
上
郡
蔵

宝
山
雍
良
岑
造
竃
火
葬
。
莫
改
他
処
。

と
あ
る
（
同
前
）
と
こ
ろ
か
ら
、
遺
詔
に
よ
り
火
葬
に
付
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時
期
の
火
葬
に
つ
い
て
は
、

緬
畔
郷
季
蝕
鼬
辨
甦
校
注
「
続
日
本
紀
」
一
・
新
日
本
古
典
文
学
大
系

蛇
（
岩
波
書
店
・
平
成
元
年
）
二
八
六
頁
参
看
。

（
９
）
内
閣
官
報
局
編
『
法
令
全
書
」
第
六
巻
仙
（
原
書
房
・
昭
和
四
十

九
年
復
刻
）
三
六
四
頁
。

（
、
）
内
閣
官
報
局
編
「
法
令
全
書
」
第
八
巻
仙
（
原
書
房
・
昭
和
五
十

年
復
刻
）
九
九
頁
。

（
ｕ
）
「
火
葬
場
取
設
ノ
儀
伺
」
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
」
明
治
六

年
七
月
司
法
省
伺
二
Ｓ
シ
ー
④
ｌ
⑨
。
。
ｇ
お
よ
び
「
火
葬
解

禁
ノ
儀
伺
」
国
立
公
文
書
館
蔵
「
公
文
録
」
明
治
八
年
二
月
内
務
省

伺
三
ｇ
シ
－
，
１
⑨
』
心
『
巴
。
ち
な
み
に
、
阪
本
・
後
掲
論

稿
・
三
五
頁
・
註
・
㈱
は
、
後
者
に
つ
き
「
明
治
八
年
二
月
内
務
省

伺
六
」
と
す
る
が
誤
記
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
は
、
阪
本
・
後
掲
書
．

四
四
九
頁
・
註
・
側
に
お
い
て
も
訂
正
さ
れ
ず
そ
の
ま
ま
で
あ
る
）
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
前
者
は
、
「
火
葬
禁
止
」
国
立
公
文
書
館
蔵

「
太
政
類
典
」
第
二
編
第
二
百
六
十
九
巻
・
教
法
二
十
・
葬
儀
局

エ
ー
の
ｌ
④
心
①
巴
に
、
後
者
は
、
「
火
葬
ノ
禁
ヲ
解
ク
附
焼
場

取
扱
方
心
得
」
前
掲
「
太
政
類
典
』
に
、
そ
れ
ぞ
れ
再
録
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
決
裁
原
議
（
原
書
、
本
普
等
と
も
い
う
）
が

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

そ
の
ま
ま
編
綴
さ
れ
て
い
る
の
で
、
太
政
官
制
の
意
思
決
定
過
程
が

つ
ぶ
さ
に
追
跡
で
き
る
と
い
う
特
長
が
あ
り
、
編
纂
当
時
か
ら
『
政

府
記
録
ノ
基
礎
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
」
と
さ
れ
る
（
中
野
目

徹
『
近
代
史
科
学
の
射
程
ｌ
明
治
太
政
官
文
書
研
究
序
説
ｌ
」

〈
弘
文
堂
・
平
成
十
二
年
〉
四
二
頁
）
「
公
文
録
」
収
録
の
資
料
の

み
を
翻
刻
、
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
吃
）
阪
本
是
丸
「
近
代
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
る
問
題
」
神
道
学
会
『
神
道

学
」
第
一
二
四
号
（
神
道
学
会
・
昭
和
六
十
年
）
二
一
’
三
三
頁
。

な
お
こ
の
議
稿
は
、
そ
の
後
、
「
神
葬
祭
の
普
及
と
火
葬
禁
止
問
題
」

と
改
題
さ
れ
、
阪
本
是
丸
「
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
」
（
岩
波

書
店
・
平
成
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
論
稿
当
該
箇
所

は
、
四
三
四
’
四
四
六
頁
で
あ
る
）
が
、
格
別
の
増
補
、
訂
正
は
な

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
本
稿
で
の
引
用
は
、
前
掲
論
稿
に
よ

る
こ
と
と
す
る
。
ち
な
み
に
、
阪
本
氏
は
「
公
文
録
」
の
み
な
ら
ず

「
太
政
類
典
」
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
論
稿
・
三
五

頁
・
註
・
例
お
よ
び
㈹
）
が
、
『
太
政
類
典
」
の
み
を
利
用
し
て
火

葬
の
禁
止
と
解
禁
の
経
緯
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
に
森
謙
二

「
明
治
初
年
の
墓
地
及
び
埋
葬
に
関
す
る
法
制
の
展
開
ｌ
祖
先
祭

祀
と
の
関
連
で
Ｉ
」
藤
井
正
雄
・
義
江
彰
夫
・
孝
本
貢
編
『
家

族
と
墓
」
シ
リ
ー
ズ
比
較
家
族
・
２
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
平
成

五
年
）
二
○
二
’
二
○
四
頁
お
よ
び
同
『
墓
と
葬
送
の
社
会
史
」
講

談
社
現
代
新
書
（
講
談
社
・
平
成
五
年
）
一
四
四
’
一
四
八
頁
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
阪
本
氏
の
先
行
業
績
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
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先
挫
い
。

（
週
）
内
閣
記
録
局
編
『
法
規
分
類
大
全
」
第
十
冊
・
官
職
門
・
官
制
・

太
政
官
内
閣
一
（
原
書
房
・
昭
和
五
十
三
年
復
刻
）
一
七
二
’
一
七

三
頁
。
な
お
、
こ
の
「
内
外
史
事
務
章
程
」
の
制
定
日
は
不
明
で
あ

る
が
、
こ
の
章
程
の
基
本
法
と
も
い
う
べ
き
「
太
政
官
職
制
章
程
」

が
明
治
六
年
五
月
二
日
に
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
、
二
日

を
余
り
隔
た
る
こ
と
の
な
い
前
後
の
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（
皿
）
中
村
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則
補
遺
」

身
延
山
大
学
仏
教
学
会
「
身
延
論
叢
」
第
二
号
（
身
延
山
大
学
仏
教

学
会
・
平
成
九
年
）
七
二
’
七
三
頁
・
註
（
７
）
参
看
。

（
通
）
我
部
政
男
・
広
瀬
順
晧
編
「
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
」
上
巻
・
転
免

病
死
ノ
部
（
柏
書
房
・
平
成
七
年
）
四
五
七
’
四
六
○
頁
（
作
間
一

介
の
項
）
。
作
間
は
、
山
口
県
の
人
、
明
治
二
年
五
月
、
行
政
官
史

官
、
同
七
月
、
権
大
史
、
四
年
八
月
、
少
外
史
、
七
年
一
月
、
権
大

外
史
、
八
年
九
月
、
少
史
、
十
年
一
月
、
権
大
書
記
官
、
十
三
年
三

月
、
内
閣
権
大
書
記
官
、
同
五
月
、
内
閣
大
普
記
官
、
十
七
年
九
月
、

元
老
院
議
官
、
同
月
、
逝
去
。
彼
の
伝
記
に
、
大
植
四
郎
編
『
明
治

過
去
帳
〈
物
故
人
名
辞
典
〉
」
（
東
京
美
術
・
昭
和
四
十
六
年
）
一

九
二
’
一
九
三
頁
、
吉
田
祥
朔
「
増
補
近
世
防
長
人
名
辞
典
」
（
マ

ッ
ノ
書
店
・
昭
和
五
十
一
年
）
一
二
三
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
略
）
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日
条
・
橋
本
博
編

「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
（
名
著
刊
行
会
・
昭

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

和
四
十
一
年
）
九
○
頁
。
丁
野
は
、
高
知
県
の
人
、
明
治
五
年
八
月
、

司
法
省
七
等
出
仕
、
六
年
三
月
、
司
法
権
少
判
事
、
同
五
月
、
警
保

権
助
、
七
年
一
月
、
権
大
警
視
、
同
十
月
、
権
中
警
視
、
十
年
一
月
、

少
警
視
、
十
四
年
一
月
、
二
等
警
視
、
同
十
二
月
、
一
等
警
視
、
十

六
年
六
月
、
太
政
官
権
大
書
記
官
、
大
正
五
年
十
月
、
逝
去
。
彼
の

伝
記
に
寺
石
正
路
「
土
佐
偉
人
伝
」
続
（
富
士
越
書
店
・
大
正
十
二

年
）
二
六
頁
、
高
知
県
人
名
事
典
編
集
委
員
会
編
『
高
知
県
人
名

事
典
」
（
高
知
市
民
図
書
館
・
昭
和
四
十
七
年
）
二
二
三
頁
、
露
崎

栄
一
弓
警
察
手
眼
」
の
編
さ
ん
者
植
松
直
久
略
伝
」
千
葉
県
警
察

本
部
『
旭
光
』
第
三
十
六
巻
第
五
号
（
千
葉
県
旭
光
会
・
昭
和
五
十

六
年
）
四
二
頁
、
笠
野
孝
「
注
解
警
察
手
眼
」
（
立
花
書
房
・

平
成
元
年
）
一
八
七
’
一
八
九
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
彼
の
官
歴

に
つ
い
て
は
、
土
佐
史
談
会
編
「
丁
野
遠
影
文
書
」
土
佐
史
談
会

『
土
佐
史
談
」
第
三
十
九
号
（
土
佐
史
談
会
・
昭
和
七
年
）
一
一
六

’
一
三
五
頁
な
ど
参
看
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
丁
野
遠
影
文
書
」
は
、

「
明
治
十
年
の
鹿
児
島
事
変
の
時
に
於
け
る
前
後
の
文
書
」
と
「
明

治
四
年
よ
り
同
二
十
二
年
に
至
る
履
歴
香
」
な
ど
か
ら
な
る
も
の
で

あ
り
（
前
掲
文
書
・
二
六
頁
）
、
貴
重
な
資
料
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。

（
”
）
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
八
月
二
十
七
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維

新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
二
四
頁
。
坂
本
は
、
出
身

地
不
詳
、
明
治
五
年
五
月
五
日
、
東
京
府
典
事
よ
り
暹
卒
総
長
に
転

じ
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
五
月
二
十
四
日
条
・
前
掲
「
改
訂
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維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
一
九
四
頁
）
、
同
六
月
、

正
七
位
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
六
月
十
七
日
条
・
前
掲
『
改

訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
○
二
頁
）
、
同
八
月
、

警
保
助
、
同
九
月
、
大
警
視
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
九
月
十

日
分
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二

三
三
頁
）
、
同
十
月
、
従
六
位
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
十
月
五

日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
四

九
頁
）
、
七
年
一
月
、
依
願
免
本
官
並
兼
官
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治

七
年
一
月
十
四
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・

巻
九
・
一
○
頁
）
。
そ
の
後
の
彼
の
経
歴
は
不
詳
。
ち
な
み
に
、
明

治
八
年
二
月
十
日
、
陸
軍
省
七
等
出
仕
に
補
さ
れ
た
坂
本
純
煕

（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
八
年
二
月
十
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」

第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
二
五
五
頁
）
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
彼
は
こ
の
時
点
で
警
察
官
僚
か
ら
陸
軍
軍
人
に
転
じ
た
こ
と

に
な
る
。
陸
軍
軍
人
坂
本
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
外
山
操
編
「
陸

海
軍
将
官
人
事
総
覧
」
陸
軍
篇
（
芙
蓉
書
房
・
昭
和
五
十
六
年
）
二

五
頁
参
看
。

（
昭
）
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
九
月
二
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日

誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
二
五
頁
。
島
本
は
、
高
知
県
の

人
、
明
治
三
年
二
月
、
兵
部
省
出
仕
（
東
京
教
育
大
学
特
定
研
究

「
日
本
近
代
化
」
研
究
組
織
編
「
任
解
日
録
」
〈
東
京
教
育
大
学
特
定

研
究
「
日
本
近
代
化
」
研
究
組
織
・
昭
和
四
十
五
年
〉
八
六
頁
）
、

同
九
月
、
兵
部
権
少
丞
（
前
掲
「
任
解
日
録
」
一
三
二
頁
）
、
同
十

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

二
月
、
五
条
県
大
参
事
（
「
前
掲
『
任
解
日
録
』
一
五
八
頁
）
、
四
年

一
月
、
免
本
官
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
一
六
九
頁
）
、
同
三
月
、
東

京
府
権
少
参
事
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
一
七
九
頁
）
、
同
八
月
、
司

法
大
解
部
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
三
一
八
頁
）
、
同
十
月
、
司
法
少

判
事
（
前
掲
「
任
解
日
録
」
三
六
二
頁
）
、
同
十
一
月
、
司
法
権
中

判
事
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
三
六
二
頁
）
、
五
年
五
月
、
司
法
少
丞

（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
五
月
二
十
九
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新

日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
一
九
六
頁
）
、
同
六
月
、
司
法

大
丞
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
六
月
十
四
日
条
・
前
掲
「
改
訂

維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
○
一
頁
）
、
同
八
月
、

兼
任
司
法
大
検
事
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
八
月
五
日
条
・
前

掲
『
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
一
五
頁
）
、

同
九
月
、
兼
任
警
保
頭
、
六
年
四
月
、
司
法
省
三
等
出
仕
兼
警
保
頭

如
故
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
六
年
四
月
二
十
三
日
条
・
前
掲
「
改

訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
・
七
○
頁
）
、
同
九
月
、

兼
任
大
検
事
兼
警
保
頭
如
故
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
六
年
九
月
十

八
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
・
一

九
一
頁
）
、
同
十
一
月
、
依
願
免
出
仕
並
兼
官
（
「
太
政
官
日
誌
」
明

治
六
年
十
一
月
十
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
球
第
一

期
・
巻
八
・
二
二
七
頁
）
、
同
二
十
五
年
十
二
月
、
逝
去
。
彼
の
伝

記
に
、
寺
石
正
路
「
土
佐
偉
人
伝
」
（
沢
本
書
店
・
大
正
三
年
）
三

一
七
’
三
二
○
頁
、
尾
佐
竹
猛
弓
夢
路
の
記
』
解
題
」
明
治
文

化
研
究
会
編
「
自
由
民
権
篇
」
明
治
文
化
全
集
第
二
巻
（
日
本
評
論
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社
・
昭
和
四
十
二
年
）
七
二
’
七
五
頁
、
奥
平
昌
洪
「
日
本
弁
護
士

史
」
（
巌
南
堂
・
昭
和
四
十
六
年
）
八
三
’
一
○
二
頁
、
前
掲
『
明

治
過
去
帳
』
三
六
七
頁
（
「
仲
道
」
を
「
忠
道
」
と
作
り
、
没
年
月

日
を
明
治
二
十
六
年
一
月
二
日
と
す
る
）
、
前
掲
『
高
知
県
人
名
事

典
』
一
七
二
’
一
七
三
頁
、
高
橋
雄
射
「
明
治
警
察
史
研
究
』
第
四

巻
・
前
編
（
令
文
社
・
昭
和
四
十
七
年
）
一
二
’
七
二
頁
、
日
本
歴

史
学
会
編
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
五
十
六

年
）
五
○
一
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
四
）
前
掲
『
法
規
分
類
大
全
」
第
十
冊
・
官
職
門
・
官
制
・
太
政
官
内

閣
一
・
一
六
九
’
一
七
二
頁
。

（
釦
）
明
治
六
年
五
月
二
日
に
制
定
さ
れ
た
「
太
政
官
職
制
章
程
」
に
よ

れ
ば
太
政
官
職
制

（
中
略
）

正
院参
議

内
閣
ノ
議
官
ニ
シ
テ
諸
機
務
識
判
ノ
事
ヲ
掌
ル

（
中
略
）

太
政
官
正
院
事
務
章
程

正
院
ハ
天
皇
陛
下
臨
御
シ
テ
万
機
ヲ
総
判
シ
テ
太
政
大
臣
左
右

大
臣
之
ヲ
輔
弼
シ
参
議
之
ヲ
議
判
シ
テ
庶
政
ヲ
奨
督
ス
ル
所
ナ

リ

（
中
略
）

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

凡
立
法
ノ
事
務
ハ
本
院
ノ
特
権
ニ
シ
テ
総
テ
内
閣
識
官
ノ
議
判

ニ
ョ
リ
テ
其
得
失
緩
急
ヲ
審
按
シ
行
政
実
際
二
付
ス
ヘ
キ
モ
ノ

ハ
奏
書
二
允
裁
ノ
鈴
印
ヲ
ナ
シ
然
ル
後
主
任
二
下
達
シ
テ
之
ヲ

処
分
セ
シ
ム

凡
允
裁
ヲ
乞
う
奏
書
ハ
内
閣
識
官
議
判
ノ
上
内
史
其
部
類
ヲ
分

チ
之
ヲ
本
帖
及
上
副
本
二
写
シ
本
帖
ニ
ハ
識
官
之
二
連
印
シ
内

史
之
二
記
名
シ
之
ヲ
太
政
大
臣
二
出
ス
太
政
大
臣
之
二
鈴
印
シ

御
批
允
裁
ヲ
受
ケ
之
ヲ
外
史
二
付
シ
テ
奉
行
セ
シ
ム

但
内
閣
ノ
議
決
ス
レ
ハ
即
日
本
文
之
手
続
ヲ
ナ
シ
御
批
允
裁

ヲ
経
レ
ハ
翌
日
之
ヲ
頒
布
ス
ル
ヲ
恒
例
ト
ス

（
中
略
）

凡
勅
任
官
ノ
薦
挙
免
劉
ハ
展
断
二
出
ル
ト
錐
モ
必
内
閣
議
官
二

諮
り
太
政
大
臣
之
ヲ
輔
賛
シ
テ
進
退
ス
凡
奏
任
官
ノ
進
退
ハ
其

所
轄
ノ
奏
聞
ニ
ョ
ル
ト
錐
モ
必
内
閣
議
官
二
諮
り
太
政
大
臣
之

ヲ
処
置
ス
（
下
文
略
）

（
中
略
）

凡
裁
判
上
重
大
ノ
訟
獄
ア
レ
ハ
内
閣
議
官
其
事
ヲ
審
議
シ
或
ハ

臨
時
裁
判
所
二
出
席
シ
テ
之
ヲ
監
視
ス
ル
事
ア
ル
ヘ
シ

（
中
略
）

内
閣
ハ
天
皇
陛
下
参
議
二
特
任
シ
テ
諸
立
法
ノ
事
及
行
政
事
務

ノ
当
否
ヲ
議
判
セ
シ
メ
凡
百
施
政
ノ
機
軸
ダ
ル
所
以
ナ
リ

と
規
定
さ
れ
（
前
掲
「
法
規
分
類
大
全
』
第
十
冊
・
官
職
門
・
官
制
・

太
政
官
内
閣
一
・
一
五
九
頁
、
一
六
二
’
一
六
四
頁
）
、
参
議
に
よ

(J70)



り
構
成
さ
れ
る
内
閣
議
官
が
国
政
の
全
般
に
わ
た
る
実
質
的
意
思
決

定
機
関
で
あ
り
、
本
件
の
ご
と
く
国
家
意
思
が
太
政
官
布
告
と
い
う

立
法
形
式
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
る
場
合
に
は
「
総
テ
内
閣
議
官
ノ
議

判
ニ
ョ
リ
テ
其
得
失
緩
急
ヲ
審
按
」
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（
劃
）
日
本
史
籍
協
会
編
「
百
官
履
歴
・
こ
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
一

七
五
（
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
四
十
八
年
覆
刻
）
二
四
頁
（
三
條

資
美
の
項
）
。

（
配
）
前
掲
『
百
官
履
歴
・
こ
七
六
頁
（
板
垣
退
助
の
項
）
。

（
羽
）
前
掲
『
百
官
履
歴
．
三
六
八
頁
（
大
隈
重
信
の
項
）
。

（
型
）
前
掲
「
百
官
履
歴
．
三
八
○
頁
（
後
藤
象
二
郎
の
項
）
お
よ
び

八
六
頁
（
大
木
喬
任
の
項
）
。

（
弱
）
前
掲
『
百
官
履
歴
・
こ
七
三
頁
（
西
郷
隆
盛
の
項
）
。

（
妬
）
前
掲
『
百
官
履
歴
・
こ
九
○
頁
（
江
藤
新
平
の
項
）
。

（
”
）
前
掲
「
百
官
履
歴
・
三
六
二
頁
（
木
戸
孝
允
の
項
）
。
ち
な
み

に
、
彼
の
帰
国
は
、
六
年
七
月
二
十
七
日
の
こ
と
で
あ
る
（
同
前
）
。

（
詔
）
前
掲
「
勅
奏
任
官
履
歴
原
瞥
」
上
巻
・
五
二
九
’
五
三
六
頁
（
土

方
久
元
の
項
）
。
土
方
は
高
知
県
の
人
、
明
治
二
年
七
月
、
中
弁
、

四
年
七
月
、
枢
密
大
史
、
同
八
月
、
大
内
史
、
六
年
五
月
、
履
歴
監

部
庶
務
課
長
兼
務
、
八
年
九
月
、
大
史
、
十
年
二
月
、
調
査
局
長
官

兼
議
定
官
、
同
八
月
、
一
等
侍
補
、
十
一
年
十
二
月
、
官
内
少
輔
兼

侍
補
議
定
官
、
十
四
年
五
月
、
内
務
大
輔
、
十
七
年
七
月
、
子
爵
、

同
十
二
月
、
参
事
院
議
官
兼
内
閣
書
記
官
長
、
十
八
年
十
二
月
、
元

老
院
議
官
、
十
九
年
九
月
、
宮
中
顧
問
官
、
二
十
年
七
月
、
農
商
務

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

大
臣
、
同
九
月
、
宮
内
大
臣
、
二
十
一
年
五
月
、
兼
枢
密
顧
問
官
、

二
十
八
年
十
月
、
伯
爵
、
大
正
七
年
十
一
月
四
日
、
逝
去
。
彼
の
伝

記
に
、
稽
原
抑
次
郎
・
木
村
知
治
『
土
方
伯
」
（
篭
原
柳
次
郎
・
大

正
二
年
）
、
朝
倉
治
彦
「
「
回
天
実
記
』
解
説
」
土
方
久
元
『
回
天
実

記
」
幕
末
維
新
史
料
叢
書
７
（
新
人
物
往
来
社
・
昭
和
四
十
四
年
）

三
七
一
’
三
七
六
頁
、
前
掲
『
高
知
県
人
名
辞
典
」
二
九
九
’
三
○

○
頁
、
前
掲
「
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
八
一
五
頁
、
戦
前
期
官
僚
制

研
究
会
編
・
奏
郁
彦
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人

事
」
（
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和
五
十
六
年
）
一
九
一
’
一
九
二
頁
、

霞
会
館
華
族
家
系
大
成
編
輯
委
員
会
編
黒
睡
旧
華
族
家
系
大
成
」

下
巻
（
霞
会
館
・
平
成
八
年
）
四
○
二
’
四
○
三
頁
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
彼
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
日
本
史
籍
協
会
編
『
百
官
履
歴
・

二
」
日
本
史
籍
協
会
叢
書
・
一
七
六
（
東
京
大
学
出
版
会
・
昭
和

四
十
八
年
覆
刻
）
四
○
’
四
五
頁
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
枢
密
院

高
等
官
履
歴
」
第
一
巻
・
明
治
ノ
ー
（
東
京
大
学
出
版
会
・
平
成
八

年
）
二
四
九
’
二
七
六
頁
参
看
。

（
調
）
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
四
七
頁
、

前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
・
七
五
頁
。

杉
浦
は
、
静
岡
県
（
浜
松
県
）
の
人
、
三
年
六
月
、
駅
逓
権
正
兼
地

理
権
正
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
二
○
頁
）
、
四
年
三
月
、
駅
逓
正

兼
地
理
権
正
（
前
掲
「
任
解
日
録
」
一
七
八
頁
）
、
同
七
月
、
大
蔵

省
出
仕
（
前
掲
『
任
解
日
録
」
二
五
九
頁
）
、
同
八
月
、
枢
密
権
少

史
（
前
掲
『
任
解
日
録
』
二
六
五
頁
）
、
同
八
月
、
権
少
内
史
（
前
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明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

掲
『
任
解
日
録
』
二
七
五
頁
）
、
同
十
一
月
、
少
内
史
（
前
掲
「
改

訂
維
新
日
誌
』
第
三
巻
・
第
一
期
・
巻
六
・
七
九
頁
）
、
五
年
十
月

権
大
内
史
、
六
年
五
月
、
監
部
履
歴
庶
務
課
副
長
兼
務
、
七
年
一

月
、
地
理
頭
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
一
月
九
日
条
・
前
掲
「

「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
六
頁
）
、
同
一
月
、

内
務
大
丞
兼
戸
籍
頭
地
理
頭
（
『
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
一
月
二

十
九
日
条
、
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
』
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・

二
一
頁
）
、
十
年
一
月
、
内
務
大
瞥
記
官
兼
地
理
局
長
（
金
井
之
恭

〈
三
上
昭
美
校
訂
〉
『
校
訂
鋤
搾
顕
要
職
務
補
任
録
」
〈
柏
書
房
・

昭
和
四
十
三
年
〉
二
○
六
頁
）
、
同
八
月
二
十
二
日
、
逝
去
。
彼
の

伝
記
に
、
初
代
駅
逓
正
杉
浦
諌
先
生
顕
彰
会
編
・
『
初
代
駅
逓
正
杉

浦
譲
伝
」
（
初
代
駅
逓
正
杉
浦
譲
先
生
顕
正
会
・
昭
和
四
十
六
年
）
、

高
橋
善
七
鰯
逓
球
杉
浦
譲
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
剛
（
日
本
放
送

出
版
協
会
・
昭
和
五
十
二
年
）
、
前
掲
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
五

二
三
’
五
二
四
頁
、
前
掲
『
戦
前
期
日
本
官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・

人
事
」
一
二
九
頁
な
ど
が
あ
る
。

（
鋤
）
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
六
年
五
月
五
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日

誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
・
七
四
頁
。
三
田
は
、
静
岡
県
の
人
、

明
治
五
年
一
月
、
井
伊
谷
宮
御
鎮
座
に
付
参
向
（
「
太
政
官
日
誌
」

明
治
五
年
一
月
二
十
三
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・

第
一
期
・
巻
七
・
一
四
○
頁
）
、
同
二
月
頃
、
神
祇
省
七
等
出
仕

（
「
明
治
五
年
二
月
改
・
袖
珍
官
員
録
」
寺
岡
寿
一
編
『
明
治
初
期
の

官
員
録
・
職
員
録
』
第
二
巻
・
改
訂
版
〈
寺
岡
書
洞
・
昭
和
五
十
五

年
〉
二
九
頁
）
、
同
三
月
、
教
部
省
七
等
出
仕
（
「
太
政
官
日
誌
」
明

治
五
年
三
月
二
十
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一

期
・
巻
七
・
一
六
七
頁
）
、
同
十
一
月
、
免
出
仕
（
「
太
政
官
日
誌
」

明
治
五
年
十
一
月
二
十
四
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・

第
一
期
・
巻
七
・
二
七
四
頁
）
、
六
年
五
月
、
正
院
七
等
出
仕
、
八

年
五
月
、
権
少
内
史
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
八
年
五
月
二
十
日
条
・

前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
十
・
五
六
頁
）
、

同
九
月
、
従
六
位
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
八
年
九
月
二
十
日
条
・

前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
十
・
一
三
一
’
一

三
二
頁
）
、
同
九
月
、
権
少
史
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
八
年
九
月
二

十
二
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
十
・

一
三
三
頁
）
、
四
十
年
十
月
十
七
日
、
逝
去
。
彼
の
伝
記
に
、
前
掲

『
明
治
過
去
帳
」
一
○
四
六
頁
が
あ
る
。

（
劃
）
宍
戸
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
「
明
治
初
年
の
「
自
裁
」
規
則

補
遺
」
七
三
頁
・
註
（
９
）
参
看
。

（
犯
）
黒
田
は
、
鹿
児
島
県
の
人
、
明
治
三
年
三
月
、
弾
正
少
弼
、
四
年

二
月
、
東
京
府
大
参
事
、
同
十
一
月
、
東
京
府
参
事
、
五
年
五
月
、

教
部
少
輔
、
同
十
月
、
兼
任
文
部
少
輔
、
八
年
七
月
、
元
老
院
議
官
、

十
五
年
十
一
月
、
元
老
院
幹
事
、
十
九
年
三
月
、
元
老
院
議
官
、
二

十
年
五
月
、
子
爵
、
二
十
三
年
十
一
月
、
貴
族
院
議
員
、
三
十
三
年

四
月
、
枢
密
顧
問
官
、
大
正
六
年
三
月
二
十
三
日
、
逝
去
。
彼
の
伝

記
に
、
稲
村
徹
元
・
井
門
寛
・
丸
山
信
共
編
「
大
正
過
去
帳
」

〈
物
故
人
名
辞
典
〉
」
（
東
京
美
術
・
昭
和
四
十
八
年
）
一
二
二
頁
、
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前
掲
「
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
三
七
八
頁
、
霞
会
館
華
族
家
系
大
成

編
輯
委
員
会
編
「
鰯
旧
華
族
家
系
大
成
』
上
巻
（
霞
会
館
・
平
成

八
年
）
五
七
四
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
彼
の
逝
去
日
に
つ
い
て
、

前
掲
『
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
は
、
二
十
五
日
と
す
る
が
、
こ
こ

で
は
、
前
掲
『
藤
旧
華
族
家
系
大
成
』
上
巻
の
二
十
三
日
に
し
た

が
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
彼
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
校
訂

鋤
稲
顕
要
職
務
補
任
録
』
一
八
頁
、
四
三
頁
？
四
六
頁
、
前
掲
『
百

官
履
歴
・
二
』
三
六
三
’
三
六
五
頁
、
我
部
政
男
・
広
瀬
順
晧
編

「
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
」
下
巻
（
柏
書
房
・
平
成
七
年
）
四
○
三
’

四
○
七
頁
な
ど
参
看
。

（
調
）
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
八
月
二
十
五
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維

新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
二
二
頁
。
野
口
は
、
佐

賀
県
の
人
、
明
治
五
年
二
月
頃
、
正
院
八
等
出
仕
（
「
明
治
五
年
二

月
改
・
袖
珍
官
員
録
」
前
掲
「
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
」

第
二
巻
・
改
訂
版
・
二
二
頁
）
、
同
八
月
、
権
少
外
史
、
同
十
月
、

正
七
位
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
十
月
五
日
条
・
前
掲
「
改
訂

維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
四
九
頁
）
、
七
年
一
月
、

少
外
史
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
一
月
十
四
日
条
・
前
掲
『
改

訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
一
○
頁
）
、
同
二
月
、

従
六
位
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
二
月
十
八
日
条
・
前
掲
「
改

訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
三
六
頁
）
同
六
月
、

権
少
内
史
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
六
月
二
十
四
日
条
・
前
掲

『
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
二
四
頁
）
、
同
十

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

二
月
、
長
崎
出
張
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
七
年
十
二
月
十
四
日
条
・

前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
九
・
二
一
七
頁
）
、

八
年
九
月
、
権
少
史
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
八
年
九
月
二
十
二
日

条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
」
第
五
巻
・
第
一
期
・
巻
十
・
一
三

三
頁
）
、
十
年
十
一
月
頃
、
太
政
官
少
書
記
官
（
「
明
治
十
年
十
一

月
・
官
員
名
鑑
」
寺
岡
寿
一
編
「
明
治
初
期
の
官
員
録
・
職
員
録
」

第
三
巻
く
寺
岡
書
洞
・
昭
和
五
十
二
年
〉
一
三
一
頁
）
。
そ
の
後
の

彼
の
経
歴
は
不
詳
。

（
認
）
前
掲
『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
」
下
巻
・
四
二
’
四
七
頁
（
巌
谷

修
の
項
）
。
巌
谷
は
、
滋
賀
県
の
人
、
明
治
二
年
七
月
、
大
史
、
四

年
七
月
、
枢
密
少
史
、
同
八
月
、
少
内
史
、
七
年
一
月
、
権
大
内
史
、

履
歴
監
部
庶
務
課
長
、
八
年
九
月
、
権
大
史
、
十
年
一
月
、
大
書
記

官
、
十
二
年
三
月
、
一
等
編
修
官
、
十
五
年
五
月
、
修
史
館
監
事
、

十
八
年
七
月
、
内
閣
大
書
記
官
兼
修
史
館
監
事
、
十
九
年
六
月
、
内

閣
書
記
官
、
二
十
一
年
十
二
月
、
元
老
院
議
官
、
二
十
四
年
四
月
、

貴
族
院
議
員
、
三
十
八
年
七
月
十
二
日
、
逝
去
。
彼
の
伝
記
に
、
前

掲
「
明
治
過
去
帳
」
九
三
四
頁
、
樋
口
秀
雄
「
巌
谷
一
六
」
国
史
大

辞
典
編
集
委
員
会
編
「
国
史
大
辞
典
」
第
一
巻
（
吉
川
弘
文
館
・

昭
和
五
十
四
年
）
、
八
七
二
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
彼
の
官
歴
に

つ
い
て
は
、
前
掲
「
校
訂
蝉
鏥
顕
要
職
務
補
任
録
」
五
八
頁
な
ど
参

看
。

（
弱
）
前
掲
「
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
下
巻
・
二
七
四
’
二
七
九
頁
（
谷

森
眞
男
の
項
）
。
谷
森
は
東
京
府
の
人
、
明
治
二
年
七
月
、
少
史
、
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明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
瞥
（
中
山
）

四
年
七
月
、
権
少
史
、
同
八
月
、
権
少
外
史
、
六
年
七
月
、
六
等
出

仕
、
七
年
一
月
、
少
外
史
、
八
年
九
月
、
権
少
史
、
十
年
一
月
、
少

書
記
官
、
十
二
年
十
一
月
、
太
政
官
権
大
書
記
官
、
十
三
年
三
月
、

内
閣
権
大
書
記
官
、
十
四
年
十
二
月
、
内
閣
大
書
記
官
、
十
八
年
十

二
月
、
内
閣
書
記
官
、
二
十
三
年
六
月
、
元
老
院
議
官
、
三
十
一
年

八
月
、
貴
族
院
議
員
。
そ
の
後
の
彼
の
経
歴
は
不
詳
。
な
お
、
彼
の

官
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
校
訂
鋤
縮
顕
要
職
務
補
任
録
」
六
○
頁

な
ど
参
看
。

（
調
）
前
掲
『
勅
奏
任
官
履
歴
原
書
』
上
巻
・
一
四
九
頁
。
大
久
保
は
、

静
岡
県
の
人
、
明
治
二
年
八
月
、
隙
岡
藩
権
大
参
事
、
四
年
十
一
月
、

静
岡
県
参
事
、
五
年
五
月
、
東
京
府
知
事
、
八
年
十
二
月
、
教
部
少

輔
、
十
年
一
月
、
元
老
院
議
官
、
二
十
年
五
月
、
子
爵
、
二
十
一
年

七
月
三
十
一
日
、
逝
去
。
彼
の
伝
記
に
、
前
掲
「
明
治
過
去
帳
』
二

六
三
’
二
六
四
頁
、
松
岡
英
夫
「
大
久
保
一
翁
」
中
公
新
書
（
中
央

公
論
社
・
昭
和
五
十
四
年
）
、
吉
田
常
吉
「
大
久
保
忠
寛
」
国
史
大

辞
典
編
集
委
員
会
編
「
国
史
大
辞
典
」
第
二
巻
（
吉
川
弘
文
館
・
昭

和
五
十
五
年
）
五
四
五
頁
、
前
掲
「
明
治
維
新
人
名
辞
典
』
一
八
一

頁
、
前
掲
『
藤
旧
華
族
家
系
大
成
』
上
巻
・
二
八
四
’
二
八
五
頁

な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
彼
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
百
官
履
歴
・

一
二
二
四
三
’
二
四
四
頁
な
ど
参
看
。

（
釘
）
前
掲
「
勅
奏
任
官
履
歴
原
瞥
」
上
巻
・
五
六
頁
。
長
谷
は
、
京
都

府
の
人
、
明
治
二
年
七
月
、
京
都
府
知
事
、
四
年
十
一
月
、
京
都
府

知
事
、
八
年
七
月
、
元
老
院
議
官
、
十
年
一
月
、
依
願
免
本
官
、
十

七
年
七
月
、
子
爵
、
二
十
四
年
十
一
月
、
貴
族
院
議
員
、
三
十
年

七
月
、
貴
族
院
議
員
、
三
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
、
逝
去
。
彼
の

伝
記
に
、
前
掲
「
明
治
過
去
帳
」
六
六
九
頁
、
前
掲
「
明
治
維
新
人

名
辞
典
」
六
九
九
頁
、
前
掲
嗣
魅
旧
華
族
家
系
大
成
』
下
巻
・
二

三
四
’
二
三
五
頁
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
彼
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、

前
掲
「
校
訂
輌
諦
顕
要
職
務
補
任
録
』
五
三
頁
、
前
掲
『
百
官
履
歴
・

三
二
七
四
’
二
七
六
頁
（
長
谷
信
篤
の
項
）
な
ど
参
看
。

（
詔
）
前
掲
「
勅
奏
任
官
履
歴
原
瞥
」
上
巻
・
一
七
四
’
一
七
八
頁
。
渡

邊
は
、
長
崎
県
の
人
、
明
治
二
年
七
月
、
中
弁
、
同
八
月
、
弾
正
大

忠
、
四
年
八
月
、
大
阪
府
大
参
事
、
同
十
一
月
、
大
阪
府
権
知
事
、

十
年
一
月
、
大
阪
府
知
事
、
十
三
年
五
月
、
元
老
院
議
官
、
十
四
年

十
月
、
参
事
院
議
官
、
十
七
年
五
月
、
会
計
検
査
院
長
、
二
十
年
五

月
、
子
爵
、
三
十
七
年
八
月
、
貴
族
院
議
員
、
大
正
二
年
十
一
月
十

日
、
逝
去
。
彼
の
伝
記
に
、
前
掲
『
大
正
過
去
帳
」
二
九
’
三
○
頁
、

前
掲
「
明
治
維
新
人
名
辞
典
」
一
○
九
四
頁
、
前
掲
「
戦
前
期
日
本

官
僚
制
の
制
度
・
組
織
・
人
事
」
二
六
一
頁
、
松
井
保
男
「
幕
末
・

維
新
期
の
渡
辺
昇
と
大
村
藩
」
『
近
代
史
の
な
か
の
大
村
」
（
肥
前

を
探
る
会
・
平
成
六
年
）
七
’
六
三
頁
、
同
「
新
政
府
就
官
前
後
の

渡
辺
昇
」
前
掲
『
近
代
史
の
な
か
の
大
村
』
六
四
’
一
○
○
頁
、

前
掲
愚
睡
旧
華
族
家
系
大
成
」
下
巻
・
八
五
七
頁
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
彼
の
官
歴
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
百
官
履
歴
・
二
」
五
八
’

六
三
頁
。

（
調
）
（
伽
）
（
似
）
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
阪
本
・
前
掲
論
稿
・
二

(17W)



第
七
十
一
号

團

火
葬
場
取
設
ニ
付
伺

囿

火
葬
場
取
設
之
儀
別
紙
之
通
警
保
寮
ヨ
リ
申
出
候
右
ハ
追
々
炎
暑

六
頁
参
看
。

（
妃
）
本
稿
を
作
成
す
る
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
に
は
、
貴
重
資

料
の
閲
覧
、
複
写
な
ど
に
つ
き
御
厚
配
に
あ
ず
か
り
、
ま
た
、
間
宮

啓
壬
氏
（
本
学
助
教
授
）
に
は
、
資
料
蒐
集
に
つ
き
御
支
援
を
う
け

た
。
こ
こ
に
記
し
て
そ
の
学
恩
を
謝
す
。
な
お
、
資
料
の
翻
刻
に
際

し
、
漢
字
は
、
人
名
等
の
固
有
名
詞
を
の
ぞ
い
て
現
代
一
般
に
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
、
合
字
、
変
体
仮
名
に
つ
い
て
も
普
通
の

も
の
に
改
め
た
。
ま
た
（
）
の
中
は
、
す
べ
て
中
山
の
註
記
で
あ

ブ
の
ｏ

（
国
立
公
文
書
館
蔵
『
公
文
録
」
明
治
六
年
七
月
・
司
法
省

伺
二
・
三
・
火
葬
場
取
設
ノ
儀
伺
）

（
二
（
明
治
六
年
五
月
二
十
五
日
・
正
院
宛
司
法
省
伺

お
よ
び
同
七
月
二
十
九
日
・
司
法
省
宛
正
院
回
答

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

従
来
仏
氏
之
適
法
二
出
テ
死
屍
ヲ
火
葬
ニ
ス
ル
ノ
風
習
有
之
其
事

理
ノ
当
否
二
至
テ
ハ
当
寮
ノ
本
務
二
関
ラ
サ
ル
ヲ
以
テ
暫
ク
置
テ

論
セ
ス
然
ル
ー
第
九
大
区
千
住
駅
傍
里
俗
火
葬
寺
卜
称
ス
ル
ノ
地

井
第
六
大
区
深
川
霊
岸
寺
浄
心
寺
等
二
於
テ
火
葬
場
取
設
有
之
死

屍
ヲ
焚
焼
ス
ル
毎
二
其
煙
気
四
方
二
蔓
延
シ
悪
臭
不
潔
ノ
甚
シ
キ

ニ
堪
ヘ
ス
極
テ
人
身
ノ
健
康
ヲ
害
ス
ル
者
二
有
之
候
間
右
三
ヶ
寺

ハ
勿
論
府
下
内
外
共
人
家
接
近
ノ
地
二
於
テ
火
葬
取
行
上
候
儀
厳

伺
之
趣
第
二
百
五
十
三
号
ヲ
以
布
告
候
事

明
治
六
年
七
月
廿
九
日

二
向
上
候
折
柄
秀
人
身
健
康
之
妨
ケ
モ
如
何
二
存
候
間
至
急
可
然

御
評
議
有
之
度
此
段
相
伺
候
也

明
治
六
年
五
月
廿
五
日
司
法
大
輔
福
岡
孝
弟

正
院
御
中

（
二
）
（
明
治
六
年
五
月
二
十
二
日
・
司
法
省
宛
警
保
寮

伺
）

(I")



明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
番
（
中
山
）

二
被
相
禁
更
二
府
下
ヲ
距
ル
数
里
外
二
於
テ
悪
臭
ノ
人
家
二
及
ハ

サ
ル
ノ
地
ヲ
測
り
火
葬
場
取
設
候
様
有
之
可
然
歎
高
議
ノ
上
其
筋

へ
御
掛
合
相
成
度
此
段
相
伺
候
也

丁
埜
警
保
権
助

明
治
六
年
五
月
廿
二
日
阪
元
瞥
保
助

島
本
警
保
頭

本
省

御
中

追
而
火
葬
之
儀
ハ
素
ヨ
リ
浮
屠
教
法
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト

難
ト
モ
或
ハ
府
下
墓
地
ノ
狭
陵
ニ
ョ
リ
不
得
已
之
レ
ヲ
行
う

者
モ
侭
有
之
哉
二
相
聞
得
候
此
等
之
儀
ハ
於
地
方
官
篤
ト
評

議
モ
可
有
之
事
ト
存
候
此
段
併
セ
テ
相
伺
候
也

第
七
十
一
号 （

三
）
（
明
治
六
年
五
月
二
十
九
日
・
正
院
庶
務
議
案
）

五
月
廿
九
日
六
月
三
日

團圖

東
京
府
下
市
井
接
近
之
地
二
於
て
火
葬
取
行
候
而
者
其
余
煙
健
康

之
至
害
与
相
成
候
二
付
府
外
郊
野
之
地
二
引
移
候
方
可
然
旨
司
法

省
申
牒
之
趣
至
極
尤
之
次
第
二
相
聞
へ
候
得
共
一
体
火
葬
之
儀
者

浮
屠
之
教
法
二
出
テ
野
蛮
之
随
体
ヲ
存
シ
惨
刻
之
甚
敷
も
の
ニ
シ

テ
人
類
之
忍
ひ
難
き
所
百
事
御
篭
正
之
折
柄
右
様
之
弊
習
依
然
存

在
い
多
し
候
者
隆
世
之
大
欠
典
二
而
疾
二
御
制
禁
無
之
候
而
ハ
不
相

成
筋
二
も
被
考
然
ル
ー
新
規
換
地
等
被
定
候
而
ハ
火
葬
之
式
お
の

づ
可
ら
確
定
之
姿
ニ
相
成
往
々
禦
ぐ
可
被
ざ
類
場
合
一
一
可
立
至
候

間
寧
口
此
際
二
暦
リ
断
然
御
禁
止
被
仰
出
候
而
者
如
何
尤
旧
来
之

因
襲
寺
檀
之
も
の
共
固
執
罷
在
候
儀
二
付
俄
然
御
禁
止
被
仰
出
何

等
差
支
筋
も
難
斗
候
二
付
一
応
教
部
省
意
見
御
諮
問
之
上
別
段
不

都
合
も
無
之
候
ハ
、
至
急
御
所
分
御
坐
候
方
可
然
哉
依
而
教
部
省

御
達
案
添
相
窺
候
也

庶
務
課
長
服

太
政
大
臣
（
花
押
）

参
議
服
圖
豐
囹
關
】

(176)



別
紙
司
法
省
よ
り
火
葬
場
取
設
ケ
之
儀
伺
出
候
処
火
葬
之
儀
ハ
自

今
一
般
禁
止
候
而
ハ
如
何
二
候
哉
其
省
於
テ
篤
ト
商
議
之
上
意
見

可
被
申
出
候
也

明
治
六
年
六
月
三
日
太
政
大
臣
三
條
寳
美

（
四
）
（
明
治
六
年
六
月
三
日
・
教
部
省
宛
正
院
下
問
）

（
五
）
（
明
治
六
年
六
月
四
日
・
正
院
宛
教
部
省
答
議
）

教
部
省
御
達
案

火
葬
場
取
設
之
儀
ニ
付
司
法
省
よ
り
別
紙
之
通
申
立

有
之
候
右
者
自
今
一
般
禁
止
被
仰
出
候
而
者
如
何
有
之

哉
其
省
於
て
篤
与
審
議
之
上
意
見
可
申
出
事

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

教
部
大
輔
宍
戸
磯
殿

教
部
少
輔
黒
田
清
綱
殿

團
囿

司
法
省
ヨ
リ
伺
出
之
趣
も
有
之
火
葬
之
儀
ハ
自
今
一
般
禁
止
候

而
ハ
如
何
二
候
哉
篤
与
商
議
之
上
意
見
可
申
出
旨
了
承
仕
候
埋
葬

地
之
儀
ハ
寺
院
の
ミ
な
ら
須
各
地
方
二
お
ゐ
て
も
追
々
神
葬
地
取

極
候
向
も
有
之
今
日
二
至
候
而
ハ
火
葬
之
儀
一
般
御
禁
止
相
成
候

共
差
支
之
筋
も
相
見
不
申
二
付
既
二
当
省
与
里
も
見
込
之
趣
可
申

立
心
得
二
も
有
之
候
条
御
垂
問
之
通
此
際
火
葬
一
般
御
禁
止
被

仰
出
可
然
奉
存
候
此
段
意
見
申
上
候

明
治
六
年
六
月
四
日
教
部
少
輔
黒
田
清
綱

教
部
大
輔
宍
戸
磯

第
百
十
三
号

追
而
司
法
省
伺
書
返
進
仕
候
也

太
政
大
臣
三
條
實
美
殿

（
六
）
（
明
治
六
年
六
月
七
日
・
正
院
庶
務
課
議
案
）

團
圖

(J77)



明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

太
政
大
臣
日
屑
四
六
月
七
日
同
十
日
間
間
】

参
議
用
關
邑
閃
刷
】
［
剛
四
面
陶
幽
庶
務
課
長
［
間
凹

先
般
司
法
省
伺
之
趣
も
有
之
候
二
付
火
葬
被
禁
止
候
儀
教
部
省
へ

意
見
御
下
問
相
成
候
処
別
紙
之
通
申
出
候
二
付
而
者
自
今
一
般
御

禁
止
可
然
哉
依
之
御
指
令
案
御
布
告
案
共
取
調
相
伺
候
也

指

御
布
令
案

伺
之
趣
ハ
別
紙
第
何
号
布
告
相
成
事

御
布
告
案

、
条
此
旨

火
葬
ノ
儀
自
今
國
禁
止
候
事
閃
凹

關
目
凹

布
告
候
事

團
圖
囹

（
七
）
（
明
治
六
年
六
月
十
二
日
・
東
京
府
・
京
都
府
・

大
阪
府
宛
正
院
下
問

今
般
火
葬
禁
止
之
儀
御
決
議
之
処
突
然
御
発
令
相
成
候
而
ハ
人
戸

稠
密
之
地
ハ
墓
地
狭
院
等
ニ
ョ
リ
差
支
之
筋
モ
可
有
之
二
付
其
府

二
於
テ
相
応
之
墓
地
取
調
早
々
可
申
出
候
也

但
来
月
中
旬
頃
ニ
ハ
御
発
令
可
相
成
筈
ニ
付
其
段
相
心
得
取
調

可
致
候
也

明
治
六
年
六
月
十
二
日
正
院

東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁
殿

京
都
府
知
事
長
谷
信
篤
殿

大
阪
府
権
知
事
渡
邊
昇
殿

右
能
通

地
第
百
三
十
五
号

埋
葬
地
之
儀
御
下
問
二
付
御
対

火
葬
御
禁
止
之
儀
御
決
議
之
処
突
然
御
発
令
相
成
候
而
者
人
戸
稠

密
之
地
者
墓
地
狭
縊
等
二
依
り
差
支
之
筋
も
可
有
之
二
付
当
府
二

（
八
）
（
明
治
六
年
七
月
十
二
日
・
正
院
宛
東
京
府
回
答
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於
テ
相
応
之
墓
地
取
調
早
々
可
申
出
旨
御
達
之
趣
承
知
仕
篤

与
取
調
候
処
当
府
管
轄
内
新
所
轄
之
郷
村
ヲ
除
キ
元
朱
引
内
外
与

相
唱
候
寺
院
境
内
地
井
神
葬
地
ヲ
概
算
ス
ル
ニ
惣
坪
弐
百
四
拾
八

万
六
千
弐
百
坪
余
ニ
シ
テ
其
内
現
今
存
在
ス
ル
堂
塔
又
者
墓
地
井

道
敷
ヲ
引
去
リ
残
境
内
余
地
百
弐
拾
四
万
三
千
三
百
坪
二
有
之
尚

推
考
之
為
メ
朱
引
内
是
迄
之
現
在
塞
鑑
垂
稀
哩
蝿
撤
酷
顧
問
道
敷
一

割
八
万
四
千
四
百
坪
引
去
り
候
而
も
余
地
七
十
五
万
三
千
百
坪
余

可
有
之
見
込
二
而
既
二
是
迄
之
墓
地
与
者
一
倍
余
之
余
地
有
之
其
上

朱
引
外
之
境
内
余
地
も
数
十
万
坪
も
有
之
況
ャ
今
日
之
堂
塔
も
異

日
者
自
然
破
壊
二
属
シ
尚
一
層
之
余
地
相
増
可
申
夫
是
二
付
篤
与

勘
考
仕
候
処
寺
院
境
内
之
儀
前
断
之
通
り
百
万
有
余
之
余
地
も
可

有
之
見
込
二
付
目
今
火
葬
御
禁
止
相
成
候
迩
当
府
二
於
而
者
別
段

墓
所
取
設
ケ
不
申
候
爾
も
敢
而
差
支
候
儀
雷
有
之
間
敷
見
込
候
津

二
付
自
今
一
般
共
神
葬
祭
地
者
勿
論
是
迄
之
寺
院
境
内
地
者
宗
門

自
他
之
無
差
別
埋
葬
致
し
不
苦
且
新
規
之
造
営
狼
二
不
相
成
候

様
妾
更
二
被
仰
出
候
而
者
如
何
可
有
御
座
哉
左
も
無
之
候
半
而
者

今
日
之
寺
地
モ
数
年
を
不
出
し
て
忽
チ
人
民
暖
昧
之
居
所
与
可
相

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

成
遂
二
取
締
り
不
相
立
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
往
々
墓
所
二
差
支
可
申
且
宗

門
違
等
二
而
者
僧
侶
共
他
寺
江
埋
葬
候
儀
ヲ
相
拒
ミ
候
体
之
宿
弊
も

有
之
秀
二
付
尚
御
取
捨
之
上
可
然
御
沙
汰
有
御
座
度
依
之
寺
院

色
分
絵
図
井
坪
数
明
細
書
等
之
書
類
相
添
御
答
妾
此
段
相
伺
申
候

也
朱
引
内

一
誇
鑑
惣
地
坪
百
四
拾
八
万
六
千
弐
百
四
拾
四
坪
壱
合
九
才

“
糖
弐
拾
九
万
四
千
六
百
弐
拾
九
坪
弐
合
八
タ
三
才

蕊
響
一
拾
四
万
七
千
四
百
九
拾
四
坪
四
合
ニ
タ
三
才

前
書
色
分
絵
図
ハ
纒
兼
候
二
付

別
段
相
總
メ
置

明
治
六
年
七
月
十
二
日
東
京
府
知
事
大
久
保
一
翁

太
政
大
臣
三
條
實
美
殿

（
附
菱
）

(J79)



○
三
拾
万
坪

一
○
諦
癖
拾
万
坪

朱
丸
三
廉

惣
計百

拾
五
万
九
千
七
百
○
八
坪
三
合
六
ダ
ニ
才
七

朱
引
外

一
癖
鞭
惣
地
坪
九
拾
万
坪

三
分
ノ
ー

唾
錯
躍
騨
込
引
六
拾
万
坪

残
余
地

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
瞥
（
中
山
）

差
引
残
地

八
拾
四
万
四
千
百
弐
拾
坪
○
四
合
○
三
才

内
道
敷
見
込
壱
割
引

八
万
四
千
四
百
拾
弐
坪
○
四
タ
○
三

残
余
地

○
七
拾
五
万
九
千
七
百
○
八
坪
三
合
六
ダ
ニ
才
七

（
九
）
（
明
治
六
年
七
月
〈
日
欠
〉
・
正
院
宛
京
都
府
回

答
）

今
般
火
葬
禁
止
之
儀
御
決
議
之
処
突
然
御
発
令
相
成
候
而
者
人
民

稠
密
之
地
者
墓
地
狭
陸
等
ニ
ョ
リ
差
支
之
筋
も
可
有
之
二
付
相
応

之
墓
地
取
調
可
申
出
旨
御
達
之
趣
敬
承
依
而
先
々
取
調
候
処
右
墓

推
考

府
下
諸
寺
院
境
内
中
堂
宇
舗
地
墓
地
等
ヲ
除
キ
全
空
地
ノ
残
ス
ル

処
凡
七
十
四
万
五
千
六
百
八
十
坪
余
ア
リ
此
坪
数
ヲ
算
ス
レ
ハ
府

下
人
民
凡
二
百
年
ノ
葬
地
ヲ
得
ル
況
数
年
ニ
シ
テ
土
化
ス
ル
ヲ
ヤ

但
シ
府
下
人
口
凡
百
万
人
天
寿
平
均
シ
六
十
歳
ヲ
定
命
ト
シ
六

十
人
中
一
人
死
去
ト
算
シ
年
々
百
万
人
ノ
六
十
分
一
壱
万
六
千

六
百
六
十
六
人
死
亡
ト
ス
此
埋
葬
地
一
棺
三
尺
四
方
一
坪
四
棺

ヲ
埋
葬
ス
ー
ヶ
年
ニ
テ
齢
琴
地
ハ
四
千
百
六
拾
六
坪
五
合
ナ
リ
ニ

十
年
ニ
シ
テ
八
万
三
千
三
百
三
十
坪
ニ
シ
テ
足
レ
リ
ト
ス
凡
二

十
ケ
年
経
ル
時
ハ
土
化
シ
テ
再
葬
ノ
地
ト
ナ
ル
ヘ
シ

(I80)



地
二
可
引
充
相
応
之
地
所
多
分
有
之
候
間
何
時
御
発
令
相
成
候

而
も
卿
差
支
之
儀
無
之
候
此
段
申
出
候
也

明
治
六
年
七
月
京
都
府
知
事
長
谷
信
篤
回

耐
回
凹

今
般
火
葬
御
禁
止
之
儀
御
決
議
之
処
突
然
御
発
令
相
成
候
而
者
人

戸
稠
密
之
地
者
墓
地
狭
陵
等
二
寄
り
差
支
之
筋
モ
可
有
之
二
付
相

応
之
墓
地
取
調
早
々
可
申
出
且
来
月
中
旬
比
二
者
御
発
令
可
相
成

筈
ニ
付
其
段
相
心
得
取
調
可
申
旨
御
達
之
趣
承
知
仕
候
当
府
管
下

ハ
市
在
共
火
葬
勝
二
付
右
御
禁
止
相
成
候
上
者
多
分
之
地
所
取
設

ケ
無
之
候
而
者
差
支
候
間
可
成
丈
ケ
除
地
等
吟
味
い
当
し
候
得
共

引
足
り
兼
無
余
儀
耕
地
潰
地
可
相
成
就
而
者
府
下
近
接
之
村
々
二

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

正
院

（
十
）
（
明
治
六
年
七
月
一
日
・
正
院
宛
大
阪
府
回
答
）

御
中

是
迄
之
火
葬
場
数
ケ
所
有
之
候
間
右
江
足
シ
地
い
当
し
取
設
ケ
候

穣
凡
地
所
取
調
別
紙
二
申
上
候
尤
発
発
令
相
成
候
共
在
来
之
墓
地

二
而
四
五
十
日
間
者
差
支
無
之
趣
二
付
潰
地
等
之
儀
猶
得
与
取
調
可

相
伺
候
得
共
不
取
敢
此
段
申
上
候
也

明
治
六
年
第
七
月
一
日
大
阪
府
権
参
事
竹
内
磯
》
回

大
阪
府
参
事
渡
邊
兆
一
回

大
阪
府
権
知
事
渡
邊
昇
回

太
政
大
臣
三
條
實
美
殿

家
域
場
之
儀
二
付
書
付

摂
津
国
東
成
郡

拾
五
町
歩
余
天
王
寺
村

弐
町
歩
余
東
高
津
村

同
国
西
成
郡

五
反
歩
余
吉
右
衛
門
肝
輔
地

是
者
府
下
市
中
よ
り
東
之
方

(J8J)



右
者
府
下
市
中
近
接
家
域
場
可
相
成
見
込
之
分
書
面
之
通
候
也

明
治
六
年
第
七
月
大
阪
府
権
参
事
竹
内
綱
回

同
国
同
郡

五
町
歩
余
曽

三
町
歩
余
川

壱
町
五
反
歩
余
南

是
者
右
同
断
北
之
方

合
三
拾
弐
町
歩
余

弐
町
歩
余
是
者
右
同
断
西
之
方

三
町
歩
余
是
者
右
同
断
南
之
方

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
番
（
中
山
）

同
国
同
郡

刈
歩
余
九
条
村

同
国
同
郡難

波
村

浜崎根

村村崎

村

第
二
百
五
十
三
号

火
葬
ノ
儀
自
今
禁
止
候
条
此
旨
布
告
候
事

後
註

（
１
）
こ
の
行
の
上
部
に
「
以
下
云
々
ノ
次
第
ハ
東
京
府
ヨ
リ
相
達
可
然

二
付
別
段
伺
普
ニ
シ
テ
差
出
侯
様
同
府
へ
相
違
」
な
る
附
菱
が
附
さ

れ
て
い
る
。

（
２
）
竹
内
は
、
高
知
県
の
人
、
明
治
五
年
九
月
二
日
に
大
阪
府
権
参
事

に
任
じ
ら
れ
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年
九
月
二
日
分
条
・
前
掲

『
改
訂
維
新
日
誌
」
第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
七
・
二
三
三
頁
）
、
六
年

七
月
二
十
二
日
、
大
蔵
省
六
等
出
仕
に
転
任
し
て
い
る
（
「
太
政
官

明
治
六
年
七
月
十
八
日

（
十
二
（
明
治
六
年
七
月
十
八
日
・
太
政
官
第
二
百
五

十
三
号
布
告
）

大
阪
府
参
事
渡
邊
弘
回

大
阪
府
権
知
事
渡
邊
昇
回

太
政
大
臣
三
條
實
美

(182)



日
誌
」
明
治
六
年
七
月
二
十
二
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
」
第

四
巻
・
第
一
期
・
巻
八
・
一
六
一
頁
）
。
彼
の
伝
記
に
、
吉
野
作
造

「
竹
内
綱
自
叙
伝
解
題
」
明
治
文
化
研
究
会
編
「
雑
誌
篇
」
明
治
文

化
全
集
第
二
十
五
巻
（
日
本
評
論
社
・
昭
和
四
十
三
年
）
二
四
’
二

六
頁
、
前
掲
『
高
知
県
人
名
辞
典
』
一
九
四
’
一
九
五
頁
、
前
掲

『
大
正
過
去
帳
」
二
四
七
頁
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、
彼
の
自
伝
に

「
竹
内
綱
自
叙
伝
」
前
掲
『
雑
史
篇
」
四
二
七
’
四
八
四
頁
が
あ
る
。

（
３
）
渡
邊
は
、
福
井
県
の
人
、
明
治
三
年
七
月
、
庶
務
大
佑
（
前
掲

『
任
解
日
録
」
一
四
二
頁
）
同
閏
十
月
、
監
督
権
正
（
同
前
）
、
四
年

八
月
十
七
日
、
出
納
権
頭
（
前
掲
『
任
解
日
録
』
二
三
四
頁
、
三
○

二
頁
）
、
五
年
十
月
、
司
法
権
大
検
事
（
「
太
政
官
日
誌
」
明
治
五
年

十
月
二
十
二
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・
第
一
期
・

巻
七
・
二
五
八
頁
）
、
同
十
一
月
、
司
法
権
中
判
事
（
「
太
政
官
日
誌
」

明
治
五
年
十
一
月
二
十
八
日
条
・
前
掲
「
改
訂
維
新
日
誌
』
第
四
巻
・

第
一
期
・
巻
七
・
二
七
八
頁
）
、
六
年
一
月
、
大
阪
府
参
事
（
「
太
政

官
日
誌
」
明
治
六
年
一
月
二
十
二
日
条
・
前
掲
『
改
訂
維
新
日
誌
」

第
四
巻
・
第
一
期
・
巻
八

詳
。

明
治
六
年
の
火
葬
禁
止
に
関
す
る
公
文
書
（
中
山
）

一
六
頁
）
。
そ
の
後
の
彼
の
経
歴
は
不

(J")


